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１．はじめに  

 2003 年十勝沖地震では埋設管路やマンホール，浄水場等の下水道施設が大きな被害を受けた。特に，豊頃

町では，町内の豊頃地区，茂岩地区，大津地区の広い範囲で，管路やマンホールの浮上がり被害が発生した。 

筆者達は，今回の地震における下水道被害に関して，地震直後に二度の現地調査を実施した。また，被害概

要が明らかになった 11月と，応急復旧がある程度終了した翌年の 2月に，関係役場を訪ね資料収集を行った。

これらの調査結果のうち，豊頃町で見られた特徴に関して述べる。なお，音別町における被害の概要と特徴に

ついては別報 1)を参照していただきたい。 

２．豊頃町の被害概要  

豊頃町では，下水道管渠の総敷設延長 35.8km
のうち，約 8.0km の区間で被害を受けた。さら
に大津下水浄化センター，ならびに茂岩中継ポン

プ場でも場内の地盤沈下や設備桝の浮上がり被

害などが見られた。主な被害域は十勝川左岸側の

豊頃地区，右岸側の茂岩地区，十勝川右岸河口部

の大津地区の３ヶ所で，このうち豊頃地区，茂岩

地区は泥炭地盤であり，下水道被害の他に道路盛

土の崩壊や住宅基礎が沈下・傾斜する被害が生じ

た。一方，大津地区は砂質土地盤が中心で，一部

は十勝川河口のデルタを干拓した地域である。こ

こでは河川堤防の被害や，液状化に起因した住宅

の沈下や槽類の浮上がり被害も見られた。 

３．地盤条件と被害の関係 

図 1 には豊頃地区における人孔位置と浮上が
り量の分布図を，図２には代表的な被災断面図を

管路の被害状況と合わせて示す。豊頃駅前を中心

に管路の浮上がり・蛇行とともに，人孔が最大

70cm 程度浮上がった。また，地震後行なわれた

管内カメラ調査によると，人孔との接続部で破断

し，ずれが生じている箇所が多数見られた。人孔

が浮上がった一方，その周辺土には噴砂らしきも

のも見られ，歩道や道路上の管路埋設上部は約

30cm 程度沈下していた。この地域では，周辺地

盤は泥炭が卓越しており，柱状図でも埋設深度付 
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図１ 豊頃地区の人孔位置と浮上がり量 

 

 

No.17-3
Z=3.17m

A

V V V V

V V V V

V V V V

V V V V

0m

15m

10m

5m

No.15-1-3
Z=1.37m

H11 No.8

0 50
N値

0 50
N値

H11 No.10

φ150mm
下水管

No.15-1-3
Z=1.37m

H11 No.8

0 50
N値

0 50
N値

H11 No.10

φ150mm
下水管

No.15-1-2
Z=2.17m
No.15-1-2
Z=2.17mNo.15-1-1

Z=2.00m

No.15-2
Z=2.64m

No.15-1
Z=2.90m

No.16-1
Z=2.87m

A'

100m0m 50m

図２ 代表的な被災断面図（豊頃地区） 
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近は泥炭層で液状化の可能性の高い地盤は見られ

ない。従って，管路および人孔の埋戻土の液状化に

よって浮上がり被害が生じたものと考えられる。な

お，管路の敷設時には，現地発生土および購入土を

用いて締固め管理下で埋戻しが行なわれたそうで

ある。図３には大津地区で被害の生じた人孔の位置

図を，図４には被災断面図を示す。現地の人の話に

よると，特に浮上がり被害の大きかった大津浄化セ

ンター付近は，かつて河口部の低湿地を囲って，土

砂を投入して造成した地盤で，若齢の人工地盤であ

ることがわかった。また，柱状図によると管路の埋

設深度付近はＮ値 5以下の砂質土が中心であり，非

常に液状化が発生しやすい地盤である。実際，管路

の埋設位置だけでなく，周辺地盤でも噴砂を確認す

ることができた。写真１は周辺で最大の浮上がり被

害が見られた大津下水浄化センター入口の人孔の

被害写真である。この人孔は約 1.7ｍも浮き上がっ

たが，その設置深度は 6.25ｍと大変深かった。一

方，前出の豊頃地区では最大 70cm 程度の浮き上が

りで，この地域の平均的な設置深度は 3ｍ前後であ

った。現地の状況を見ても，管路および人孔の設置

深度と浮上り量に関係があると思われた。そこで，

各マンホールおよび汚水桝の全被害調査結果をも

とに，人孔の埋設深度と浮上がり量の関係を求めた

ものが図５である。図中，中黒の３種類のプロット

が泥炭地盤（茂岩地区，中央地区，豊頃地区）のデ

ータ，白抜きが砂砂質土地盤（大津地区）のデータ

である。写真に示した大津浄化センター近傍を除く

と，概ね泥炭地盤に埋設された人孔のほうが浮上が

り量は大きいようである。また，大局的には，埋設

深度が深いほど，浮上がり量は大きくなっていると

見て取れるが，もう少し個別の地盤条件の吟味が必

要であろう。一方，砂質土地盤の被害では，浮上が

りの絶対量は少ないが，埋設深度に比例して浮上が

り量が大きくなる傾向がより明瞭に現れていた。 

 なお，本調査は土木学会および地盤工学会の調査

団の調査の一環として行ったものである。豊頃町役

場および関係各位に感謝する次第である。 
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図 3 大津地区の人孔位置と浮上がり量 
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図 4 代表的な被災断面図（大津地区） 

 

 
写真１ マンホールの浮上がり状況 
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図５ 埋設深度と浮上がり量の関係 
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